
11・20 日本共産党演説会・斉藤県議の演説 

 

達増県政を県民の立場で前に進める与党議員団 3 議席の絶対確保を 

 

日本共産党の県議会議員・県議団長の斉藤信でございます。来年の県議選で、達増県政

を県民の立場で前に進める与党の党県議団 3 議席の絶対確保めざし全力で奮闘する決意

です。これまで以上のご支援をどうぞよろしくお願いいたします。 

日本共産党が達増県政の与党となったのは、東日本大震災津波からの復興が契機であ

ります。2011 年 3 月 11 日の東日本大震災津波は、戦後最大の大災害となり、岩手でも

6255 人（震災関連死 470 人、行方不明者 1110 人含む）の犠牲者を出しました。戦後最大

の大災害に直面して県政の在り方が問われたときに、達増知事は、「被災者一人一人の幸

福追求権を保障する」という憲法 13 条の立場に立った基本方針を示し、「安全の確保」、

「暮らしの再建」、「なりわいの再生」の三つの柱で、被災者の立場に立った復興を進めて

きました。被災者、県民の運動と日本共産党の提案で、「被災者の医療費免除」を 10 年間

継続実施し、11 年目の昨年は 12 月末まで、非課税世帯に限定して実施してきたことは、

復興の最大の成果でした。 

生活再建の土台となる住宅の再建に、市町村と共同で 100 万円の補助を実施し、災害公

営住宅は希望者全員が入居できる規模で整備、内陸部にも災害公営住宅を整備しました。

今年度から収入基準を 25 万 9 千円引き上げ、収入超過者の 7 割が所得に応じた家賃に軽

減されました。3 割の収入超過者も入居が続けられるように、みなし特定公共賃貸住宅の

制度を導入するように求めています。被災者の心のケアの取り組みは 52 人の体制で中長

期的に取り組んでいます。 

被災地福祉灯油助成を 10 年間実施し、11 年目の昨年度は県内全域で福祉灯油の助成が

実現しました。 

新型コロナ対策では、新たな感染拡大の波ごとに具体的な対策を申し入れてきました。

無料の PCR 検査の実施と高齢者施設等での定期的頻回の PCR 検査を実施させています。

ワクチン接種でも、一関市が人口 10 万人規模では全国で一番の接種率になっており、県

全体でも全国 3 番目の取り組みです。何よりも県立病院と市立病院等の公的病院のネッ

トワークで新型コロナに対応していることが大きな力となっています。 

子どもの医療費助成では、中学生までの窓口無料化を実現し、来年度は 33 市町村すべ

てで高校生までの医療費助成が実現します。高校生までの窓口無料化も早期に実現を目

指しています。 



気候危機打開の取り組みでは、党県議団の提案と論戦を踏まえて、県は今年度に温室効

果ガス削減目標を 2013 年比 41％から 57％に大幅に引き上げます。 

しかし、県議会の状況は深刻です。全国で岩手県議会だけが、新型コロナを理由に常任

委員会での発言規制を続けています。県庁は敷地内全面禁煙となっていますが、議会棟に

議員の喫煙室があるのは東北では岩手県議会だけであります。議会改革の先頭に立って

いるのが日本共産党だけという異常な現状です。 

日本共産党は、県民の声で達増県政を一歩でも二歩でも前に進めるかけがえのない役

割を果たしてきました。県議会になくてはならない県民の議席です。また、市民と野党の

共闘の実現に誠実に取り組んできたのも日本共産党です。 

最後に、県内における自民党と統一協会との癒着の問題についてご報告します。7 月の

参院選で、自民党の広瀬めぐみ氏は、公示直前に統一協会の教会を訪ね、責任者に会った

ことを認めました。自民党県議は 6 月に統一協会の教会に行って「広瀬めぐみ氏のことを

話した」。参院選挙は自民党と統一協会が一体の選挙だったということです。昨年の総選

挙の時も、統一協会の指示のもとに盛岡市内、一関市内で謀略ビラがまかれました。最近

も、花巻市内で国際勝共連合の反共ビラ（思想新聞）がまかれています。 

県議会では盛岡選挙区の 2 人の自民党県議を含め 6 人が統一協会とかかわりがあった

ことが明らかになっています。9 月県議会で、議会としての調査と公表を求めましたが、

4 つのすべての会派が反対しました。盛岡市議会では 4 人の市議が統一協会とかかわりが

あったことが明らかになっています。盛岡市議団の奮闘で、盛岡市議会は議会として調

査・公表することになりました。12 月県議会で引き続き徹底して究明していく決意です。 

 

私は、前回選挙では 10 番目の最下位当選でした。地元新聞に先頭集団と報道され楽観

論が持ち込まれたことが要因の一つですが、何よりも候補者自身の奮闘が足りなかった

というのが私の反省です。 

衆院選、参院選での後退、今年の中間地方選挙での全国的な後退という現状を直視し、

激しい共産党攻撃、野党共闘攻撃から、攻撃に負けない強く大きな党をつくり、必ず反転

攻勢を実現し、来年の盛岡市議選での 5 議席絶対確保し、県議選で、達増県政を県民の立

場で前に進める日本共産党の 3 議席絶対確保を実現するために全力を挙げる決意です。 

皆さんの力強いご支援をお願い申し上げ、私の訴えといたします。 

ありがとうございました。 


